
　第65回通常総会が６月17日㈭ホテルポールスター札
幌で開催され、全ての議案が承認されました。今回も、
緊急事態宣言中の中、新型コロナウイルス感染防止に鑑
み、簡素化した形式での開催案内としたため、代議員33
名中実出席３名、書面議決30名となりました。議長には、
高口代議員（コープさっぽろ）が選出され、冒頭、理事
会を代表して麻田会長の挨拶の後、北海道知事、JA北
海道中央会、北海道労働金庫からのメッセージが紹介さ
れました。
　平専務より、第１号議案から第７号議案まで一括して
提案がなされました。一刀特定監事が監査報告を行いま
した。発言では、古屋オブザーバー（大学生協事業連合）
から、学生生活実態調査の報告、事務局から特別報告と
して「ＬＰガス問題のあらたな展開と今後の取り組み方
針について」「ほっかいどう若者応援ＰＪの取り組みに
ついて」報告がなされました。今期は、改選期にあたり、
選任された道連役員の紹介がなされ、退任監事２名の挨
拶ののち、散会となりました。

　北海道医療生活協同組合
　　　　専務理事　佐々木藤夫　様

　2019年１月から２年余りの期間で
ありますが、監事を務めさせていただ
きました。この間不慣れな為、事務局
の皆様をはじめ、他の監事の方々には

大変お世話になりました事を心から感謝申し上げます。
　また、北海道医療生協の運営にあたり、多大なご支援、
ご協力を賜り、誠に有難うございました。当生協は目下、
「事業譲渡」の方向ですすめておりますため、監事の任
を継続できず、皆様には大変ご迷惑をおかけしますこと
をお詫び申し上げます。
　北海道生協連は歴史ある生協運動の理念を基に、地域
において直面する諸課題に真っ向から取り組み、学生や
地域住民、高齢者や子供たちの声を拾い上げ、具体的な
行動展開を実行されております。さらには協同組合間に
おいても生協運動の原点への立ち返りを呼びかけられ、
北海道民の命と暮らしを守る砦としての役割を進められ
ております。
　私は今総会で監事を退任することになりましたが、こ
の間学ばせて頂きました具体的な行動展開につきまし
て、これからの職場・地域での活動に生かしていきたい
と存じますので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう
宜しくお願い申し上げます。

　北海道勤労者住宅生活協同組合
　　　　常勤理事　一刀　広志　様

　2016年から５年間、監事として皆
さんと一緒に活動をさせていただきま
したが、今総会でその任を終え、退任
することとなりました。

　道連役員の皆さんや事務局の皆さん、関係者の方々に
は大変お世話になり、あらためてお礼を申し上げます。
　在任中には、こども食堂・奨学金・ＬＰガス・協同組合
ネット等、いずれの課題もその重要性や地道な活動が必
要な課題ばかりであり、誰よりも私自身が勉強させられ
た思いです。
　昨今は、新型コロナウイルス感染拡大により、これら
の活動にも困難を極めている状況ではありますが、持続
可能な社会を目指すためにも、以前より増して協同組合
の役割発揮が求められていると思います。
　今後の道生協連活動も、難しい局面が続くと思われま
すが、関係する方々が知恵を絞り力を合わせながら、こ
の難局を乗り越えて行かれることを願い、退任の挨拶と
させていただきます。

第１号議案　2020年度活動報告承認の件
第２号議案　�2020年度事業報告及び決算関係書類の承認の件
第３号議案　2021年度活動計画及び予算決定の件
第４号議案　役員報酬決定の件
第５号議案　役員選任の件
第６号議案　定款一部改正の件
第７号議案　議案決議効力発生の件
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　北海道勤労者住宅生活協同組合
　　　常勤理事　川俣　忠彦　様

　この度、北海道勤労者住宅生活協
同組合役員改選に伴い前任者の一刀
より引継ぎ北海道生活協同組合連合

会監事という大役を仰せつかりました北海道勤労者住
宅生活協同組合の川俣　忠彦と申します。
　私自身、今年3月に北海道労働金庫から北海道勤労
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者住宅生活協同組合に出向してきたばかりと言う事も
あり、まだ右も左も分からない状況ではあります。
　しかしながら、今までの北海道労働金庫30年間程
の自身の様々な運動推進の経験等を最大限に活かし
て、現状この様なコロナ禍の大変厳しい状況下ではあ
りますが、皆様と共に微力ではございますが、様々な
活動に全力を尽くしていく所存でおりますので、今後
ともご指導ご鞭撻の程、どうぞ宜しくお願い致します。

　皆様には、新型コロナウイ
ルスの感染拡大により非常事
態宣言が発令されている中、
ご出席を賜りありがとうござ
います。
　また、昨年に引き続き、会
議時間を可能な限り縮小した
ことについて、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

　昨年から続くコロナ禍の中、様々な対策が取られ、
国民の自粛生活が繰り返されてきましたが、ワクチン
接種の遅れなどでなかなか感染の収束が見えません。
　こうした中にあって、2020年度の道生協連の活動
は、コープさっぽろをはじめ、会員生協の皆様のご理
解とご協力により、無事進めることが出来ました。心
から感謝しお礼申し上げます。
　しかし、会員生協の中には、大学生協のように、た
いへん厳しい経営状態になっているところがあり、一
日でも早くウイルス感染の収束を願うところです。
　今後、ワクチン接種が進み、感染拡大が治まった後
は、新自由主義の経済活動がもたらした経済格差の拡
大やコロナ禍時の対応から生まれてきたライフスタイ
ルの変化などにより、社会は大きく変るものと考えら

れ、改めて、我が国の生協運動を立ち上げた賀川豊彦
の経済思想に学び、これからの時代にふさわしい、生
協運動の展開が求められていると考えています。
　'12年の国際協同組合年が契機となり、日本協同組
合連携機構（JCA）が発足し、昨年「協同組合ネット
北海道」も設立され、協同組合の理念を共有する団体
組織の連携が整えられて来ました。
　道生協連といたしましては、こうした変化に対応し
ながら、会員の皆様に必要とされる組織として努める
と共に、「協同組合ネット北海道」の事務局メンバー
として、同組織メンバーのご協力を得て、SDG' ｓの
推進や「こども食堂北海道ネットワーク」への支援な
ど会員及び組合員の生活改善・文化の向上を図るため
の取り組みを進めてまいりますので、ご理解ご協力の
程お願い申し上げます。
　国勢調査では、北海道の人口は、5年で約15万人減
少し、今後大きく減少していくと予想されており、経
済活動には厳しいものが予想されますが、生活協同組
合の理念を高く掲げることで、希望を持って平和で文
化豊かな暮らしのある北海道を築いて行けるものと信
じています。最後になりますが、会員生協のご発展と
ご出席の皆様のご健勝を願い挨拶といたします。

第65回通常総会　会長挨拶


